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目指す子ども像(15歳の姿）：将来への憧れ・夢・希望・目標をもち、意欲的に学習に取り組み自分の考えや思いを豊かに表現できる子ども

石川城跡の説明板が改修されました
石川八幡宮神社の近くにある石川城跡の説明板が、改修されました。一昨年度から、弘前市教育委員会

学校づくり推進課を通じて同文化財課にお願いしていましたが、平成３０年度に改修の予算化がされ、今

年３月に新しい説明板が完成しました。「ひろさき卍学」の学習の幅が広がりそうです。是非、一度ご覧

になってください。

旧 新

新年度のあいさつ運動・ことばをかけて見守る運動
４月８日～４月１１日の４日間、「あいさつ運動・ことばをかけて見守る運動」が全市的に行われまし

た。弘前市では、「子どもの笑顔を広げる弘前市民条例～いじめや虐待のないまちづくりを目指して～」

に基づき、弘前の未来を担う子どもたちを市民みんなで見守り、いじめや虐待を防ぐ取組として、「あい

さつ運動・ことばをかけて見守る運動」を実施しています。この運動を通して、市民みんなで見守ってい

るというメッセージを子どもたちに伝え、安心感をもってもらうことで、子どもたちの笑顔あふれるまち

づくりの充実を目指しています。石川小・中学校では、教職員・児童生徒の他に保護者・学校運営協議会

委員・地域コーディネーターの皆さんが運動に参加し、４日間で延べ約１００人が参加し、登校する子ど

も達を見守りました。
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にかけては、このよう

に車が渋滞します。

中学生と小学生

が仲良く登校し

ています。

(御幸橋にて)

学校運営協議会

委員と地域コー

ディネーターは

毎回参加してい

ます。



新メンバーで第１回三役会議開催
４月１５日(月)、千葉敦校長先生(小学校)が新メンバーに入り、今年度第１回目の小・中三役会議が、

開かれ、今年度の方針、取組計画について、検討・確認しました。

★今年度の基本方針

・「社会に開かれた教育課程」実

現の基盤として、取組について

積極的に情報発信する。

・小中合同の新しい取組について

試行・実践し、改善していく。

（健康マラソン、マラソン大会、合唱

祭、ＰＴＡ校地環境整備）

・県内外の研修等に参加し、小中

一貫教育、ＣＳについて研鑽を

深める。

中学校陸上部が

ボランティア活動で

地域貢献
４月１６日（火）、中学校２、

３年生の陸上部員約２０名が、新

グランド沿い石川バイパスの歩道

（東北縦貫道弘前・大鰐方面出口

付近）のゴミ拾いボランティア活

動を行いました。「さくらまつり」

に訪れる観光客が来弘する際に、

一番先に目にする景観をより美し

くするために頑張り、コミュニテ

ィ・スクールとして地域に貢献し

ました。この日、陸奥新報の川上

記者が、この取組の取材に訪れ、

ゴミの多さに驚いていました。

４／１４（日）に石川の地

域住民の方々もこのあたり

の清掃活動を行っていたの

で大きなゴミはあまりあり

ませんでしたが、生徒は藪

の中のゴミを探して、一生

懸命取り組みました。


